
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなで、きれい
な海を守りましょう 

環境ボランティアサークル亀の子隊  

連絡先０９０ ９１２３ ７９８３  

『この活動は一般財団法人セブン‐イレブン

記念財団の助成を受けています。』  



 
環境ボランティアサークル 亀の子隊 通信       ＮＯ．２２２ ２０１９年１２月２０日号 

                                           発行責任  亀の子隊事務局 

２０１９年１２月１５日 

参加者 １９人 

ゴミの総重量 

１２０Kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 気温８度。冷たい北西の強い風が体感温度 

を下げます。 

 活動場所となった浜は、５月以来です。 

１０月の台風の後も来ることはできず、た 

くさんのゴミが打ち上げられていました。 

             目に付いたのは、 

波打ち際にあった大きな網。引っ張り上げようとしましたが、 

中にはたくさんの砂利がびっしり詰まっていてびくとも動きま 

せん。また、浜崖のすぐ下にも、かなり深く埋まっているのか 

引っ張ても、やはりびくともしない網が埋まっていました。 

さらに、波打ち際から数メートルのところに埋まっていたの 

は、鉄材と一緒になっている網でし 

た。どれも処理できず、残念でした。 

 今回目立ったのはガラス瓶です。 

ペットボトルと違って海に浮かない 

瓶は、海底に沈んでいます。それが、 

海が荒れ、海底から浮き上がり、浜 

へ打ち上げらるのでしょう。いったん上がってしまえば、波の 

力で浜の奥の方へ飛ばされます。 

  錆びた子供用の自転車もありました。いつから海にあったの 

か、いつ浜に打ち上げられたのか。こうした漂着物を見ると、 

海の中を想像し、残念な思いになります。意図的に捨てられた 

ものは少ないと信じますが、大雨があっても台風があっても、 

もっと注意して、海や川に流れ出な 

いようにしてもらえば、海ゴミは減 

るだろうなぁと思います。 

 何といっても、この季節、海は荒 

れ、たくさんのゴミを吐き出します。 

海がきれいになろうとする季節です。 

この季節だからこそ、大勢の人に海がきれいになることに力を貸してほしいと思います。 

隊員の子どもたちも楽しく活動しています。 


